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開館時間＝9：00ー17：00　入場料＝中学生以下無料、その他300円

12月の休館日= 5、12、19、29～31日 
1月の休館日= 1、10、16、23、30日　2月の休館日= 6、13、20、27日

編集・発行／愛知県児童総合センター（財団法人愛知公園協会）
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TEL 0561- 63 -1110   http://www.acc-aichi.org/

公共交通 ・・・ 地下鉄東山線「藤が丘」、愛知環状鉄道「八草」から
  リニモ「愛・地球博記念公園駅」下車

車 で・・・・・・・・ 東名高速・日進JCT経由名古屋瀬戸道路長久手ICから
  足助方面すぐ （愛･地球博記念公園  北駐車場利用）

愛知県児童総合センターは「遊び」をテーマ
にした県立大型児童館です。1996年の開館
以来、子どもと大人がともに、心と身体をフルに
活用して遊ぶことで、新しい気づきが実感でき
る時間と空間を提供しています。また、遊具や
遊びのプログラム開発、よりよい児童環境のた
めのネットワークづくり、セミナー・研修、調査・
資料収集、移動児童館など多岐にわたる活
動を行っています。

機関で

○詳しくは、館内の当日案内をご覧ください。プログラムは予告なく変更することがあります。

［土・日曜日、祝日実施  2：00 ‒ 2：30、 3：00 ‒ 3：30］

10時から４時まで、いつでもあそべます。子どもも大人もいっしょに参加します。
館内のいたるところに線のしかけがいっぱい。線からひろがるさまざまな遊びのプログラムに参加しよう！

家族や友達だけでなく、たくさんの人と一緒になって遊びます。
◎「せんのカタチ」

◎「センベー」

［毎日実施  10：00 ‒ 4：00］

［日曜日実施  11：00 ‒ 12：00、 2：00 ‒ 3：00］

食べることそのものを楽しむプログラムです。
対象：子どもと大人　定員：各回6組　受付：各回30分前

◎「せんのとりで」 大きな空間いっぱいに、みんなで「せんのとりで」をつくります。
対象：子どもと大人　ところ：チャレンジタワー

［事前募集］ ［ 1月2日（月）、3日（火）  2：00－4：00］

｜冬季特別企画｜

愛知県児童総合センター 開館 15周年記念

一本の線をひく。たったそれだけで、たくさんの表情が生まれます。

百人いたら100通り、千人いたら1000通り。そこから表現がはじまります。

愛知県児童総合センターでは、これまでに冬季特別企画として、

『○△□～カタチであそぶ』『dot・点～ここからはじまる』を開催してきました。

今回のテーマは『あつまれ！「線」のあそび』です。

『線』をきっかけに、さがす、みつける、かく、つくる、考える、身体を動かすなど、

いろいろな遊びのプログラムを実施します。

愛知県児童総合センター（愛・地球博記念公園内）
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子どもとおとな、ドキドキ 発 見！

開館時間｜9:00‒17:00　休館日｜12/19 、29 、30 、31   1/1、10、16　入場料｜中学生以下無料、その他300円
主催｜愛知県児童総合センター（財団法人愛知公園協会） 

｜ ｜ ̶  ｜ ｜

休館日｜12/19 、29 、30 、31   1/1、10、16

｜ ｜ ̶  ｜ ｜

A i c h i  C h i l d r e n ’ s  C e n t e r     N e w s  L e t t e r     2 011 - 2 012  w i n t e r
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くわしくはホームページをご確認ください

問合せ

毎月第3日曜日は、子育て中のお父さ
んを応援するプログラム「アナログ・カ
フェ」がＯＰＥＮします。お父さんと子ど
もでアナログなボードゲームやカード
ゲームが楽しめる空間です。

場所 ： コラボラボ
日時 ： 毎月第3日曜日　13：30～15：30
対象 ： お父さんと子ども（5歳ぐらいから）
受付 ： 開催当日 30分前から 

児童総合センターの遊びを「ゆめたま号」に乗
せて児童館へ運び、現地のスタッフも加わって
地域の子どもと大人が一緒になって遊ぶプログ
ラムです。遊びをとおして、たくさんの出会いを
楽しみにしています。

1996年7月に開館した『愛知県児童総合センター』も
おかげさまで9月25日（日曜日）入館500万人目の
ご家族をお迎えすることができました。
これまでにご来館いただいた子どもたちや大人、
さまざまな方面から応援していただいた多くの方々に
心より感謝いたします。今後も「あそび」をとおして、
子どもたちや子どもを取り巻く方々が元気になれるよう
幅広い活動をしていきます。
変わらぬご支援をお願いします。

◯ 開催地
1/12（木） 一宮市／黒田児童館
1/21（土） 愛西市／永和地区防災コミュニティーセンター
              （問・永和児童館）

1/26（木） あま市／甚目寺中央児童館
2 / 9（木） 小牧市／小牧中部公民館 
　　　　  （問・小牧市児童センター）

2/23（木） 春日井市／子育て子育ち総合支援館
3/10（土） 東浦町／ひがしうら総合子育て支援センター

※参加につきましては、各施設へお問い合わせください。

愛知県児童総合センター 

たくさんの絵本を
見るのが楽しい！
木のボールプールや
つみきが大好き！
飯田 唯乃さん

いろいろな遊び、いろいろな人に接して
嬉しそうにしている娘を見るのが私もうれしいです。
次の日、大きく成長しています！！
飯田 由美子さん（名古屋市）

広々としたスペースで
思いっきり身体を
動かせるところが好き！
安福 和司くん

木のおもちゃなど
家にはないおもちゃをたくさん
子どもに触れさせる事ができるところが
気に入っています。つみきは、私もハマってます！
安福 洋子さん（名古屋市）

「アナログ・カフェ」ＯＰＥＮ

トコトコプログラム
「つみきであそぶ」に
参加していた
親子にインタビュー

「移動児童館・ゆめたま号」
～ 2012年1月‐3月の開催地決定～
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ACC のココがすき！

来館500万人達成

お知らせ

平成23年度 祖父母力アップ事業

＊親子であそぶ トコトコプログラム：毎週水曜日に未就園の親子を対象とした遊びのプログラムです。詳細は、HPをご覧ください。

おじいちゃんだからできること

おばあちゃんだからできること

わたしだからできること

これからの「孫との大切なじかん」

私らしく過ごしていきたい…「孫とのじかん」
9月30日（金）第1回は、『孫とのじかん～ほんとうに大切なこと～』と題し
て講義を行いました。臨床心理士の後藤かをりさんをお招きし、「せっかく、
孫というすばらしい存在との時間が持てたのだから…」と、これからの『孫と
のじかん』についてたくさんのヒントをいただきました。「祖父母は、親とは違
う視点でゆったりとながれる時間軸で孫との関わりを楽しむこと」「孫につい
ての心配事は親に任せ、親の仕事を奪わず、親が親になる機会を奪わない
こと」「孫に対して、祖父母だから、あなただから、伝えれる大切なことがある
こと」など… 臨床心理士としての立場からの専門的なお話と後藤さんとお
孫さんとの関係（距離や関わり方）も交え、わかりやすくお話いただきました。

10月5日（水）第2回の実践では、『ちいさな子どもたちとあそぼう』と題して、
親子であそぶトコトコプログラム*「えほんであそぶ」に参加しました。
来館した親子と絵本を身体いっぱい楽しんだ後、おじいちゃんとおばあちゃん
には「絵本屋さん」にヘンシンしてもらいました。とってもとっても優しいまなざ
しの「絵本屋さん」です。ちいさなお客さんが「絵本屋さん」のおひざにちょこ
んと座ったり、「絵本屋さん」の読み聞かせを楽しむ親子の姿がみられたり、「絵
本屋さん」とのやりとりを楽しむ親子の姿もみられました。お母さんも子どもた
ちもおじいちゃん・おばあちゃんたちもみんなとってもいい顔をしていました。

今回の2回連続の講座は、わらべうたや手遊びなどの技術を取得するので
はなく、こうしなければいけませんとある考えを押し付けるものでもありません。
参加者の方が「自分の持っている祖父母『力』」について考えるきっかけを
つくりたい… そこから「自分にできること」は何かを考え、それは祖父母とい
う役割を得たからこそ「できること」であり、歳を重ねてきたからこそ「できるこ
と」であり、あなただから「できること」があると気づいてほしい… ということが、
この講座から伝えたいメッセージでした。

　この夏、愛知県児童総合センター（以下、センター）
の特別企画として『親子であそぶ ！ 土・泥・ねんど
2011』が開催されました。この企画はセンターと、私た
ち愛知県陶磁資料館（以下、資料館）の共同企画
で行いました。2008年にも行っており、今回は2回目と
なります。
　外部の私には、センターで「遊び」のプログラムに参
加している子どもや大人たちは、未知の遊び（体験）
に出会ってドキドキしているように見えます。また、すで
に知っていた遊びでも、ドキドキのスケール感が違って
いて、目が「すごい！」と輝き、とても楽しんでいるように
見えます。そして同時に、遊びの中に、小さいけれども
自分だけの何かを発見し、それを大事に抱えて佇んで
いるような姿も見かけます。
　私がセンターを初めて訪れたのは1998年ですから、
もう10年以上前になりますが、こうした印象はずっと変
わりません。
　センターで出会う身体的・知的な体験や発見は、
私たち資料館で出会うものと同じです。それは現在、
アートという言葉で呼ばれるものです。
　ですが、センターと資料館の活動は、「児童館」あ
るいは「資料館」、「美術館」、「博物館」といった外
側の看板や分類から、アートとのつながりが分かりにくく、
またセンターと資料館のつながりも分かりにくいというの
が現状です。加えて、子どもは児童館、美術館などは
おとな中心、という認識も根強くあります。
　センターの遊びのプログラムは、楽しさの中にアート
が持つ純度の高い「おっ！」や、「うわー！！」、「何だろ
う？？」があります。一方、資料館の展示室には、やきも
のの作品が並んでいるだけで、触れるわけでも、そのも
のが動くわけでもないのですが、作品をじっくり見ると、
やはり「おっ！」や、「うわー！！」、「何だろう？？」があります。
　私たちはこのつながりを重視し、センターでは「土の

遊び」を、資料館では「やきものを見る」をプログラムと
して共同企画を実施したのです。
　さて、今回新しく「土・泥」で行った特別プログラム
のひとつに、センターから資料館まで歩く「土どろ・ウォー
キング」というのがありました。もちろん、ただ歩くだけで
はなく、センターと資料館のそれぞれでプログラムを行う
のですが、その間の歩いている時間が意外なほどに盛
り上がりました。
　それは1本の透明な円筒状のケースとスコップを持
ち、参加者全員でクジをひき、歩きながら順番に思い
思いの場所で土を掘って、長さ90センチほどのケース
に入れていく、という遊びです。もちろん、これもセンター
のスタッフの発案によるものです。
　最終的に十数層にも積み重なった土は、ひとつとし
て同じ色はなく、また、状態も腐葉土から、山砂まじり、
そして、べとつく粘土まで、と違っているのです。掘った
土を見て触って、みんなが口 に々、今のはざらざらでオ
レンジ色っぽいね、とか、枯葉が混じってる、とか言い
合います。あるいは、道のりの途中にある長久手町と
豊田市という土地と土地の境界線を示す標識の下を
行きつ戻りつし、「土の上の見えない線」をまたいだりし
て遊んでいます。
　自分たちの最も身近にあるはずの土に対する新しい
自分だけの驚き・発見、これこそがセンターの遊びに
潜むアートへのつながりなのです。
　この遊びを10数回も繰り返すと、長かったはずの資
料館までの道のりがあっという間に過ぎてしまいました。

　そして、道のりの途中で土についての自分の発見を
言葉にし続けた参加者たちは、資料館に着いて展示
室へ入り、陶芸作品を見て発見したこと、感じたことを
自分の言葉で表現していく「作品鑑賞」に何ら違和
感なく入っていきます。
　また、その場で見ている陶芸作品とは、自分の手の
動きにあわせて自分だけのかたちに変化する粘土（陶
土）が焼かれて出来たものだ、ということをセンターで
の粘土の遊びで、身体感覚で知っています。ですから、
資料館での作品鑑賞も、「難しい」や「わからない」で
はなく、センターのプログラムと同じく「楽しい！」や「すご
い！」がたくさんありました。
　資料館からの帰り道の私たちの手許には、透明円
筒ケースの中に地層のように積み重なった「土のマッ
プ」が完成し残りました。それはあえて言葉にすれば、
「土・泥・ねんど」をテーマに繋がる、センターと資料
館が、地理的関係だけでなく活動内容においても“ひ
とつながり”になっているということを目に見える形で表し
たものと言えるでしょう。参加者の皆さんにも自然に理
解していただけたのでは、と思っています。
　児童館である児童総合センターと美術館であり博
物館である陶磁資料館との間に「垣根」はないのです。
子どもも、大人も、それぞれを自在に行き来して、身体と
心を育てていただきたいと願っています。

　　　　　　　　愛知県陶磁資料館　佐藤一信

祖父母力アップ講座「孫とのじかん」が9月30日（金）・10月5日（水）に開かれました。

“ひとつながり”の児童総合センターと陶磁資料館
 －『親子であそぶ！ 土・泥・ねんど 2 0 11』を共同開催して－

高橋さんご家族


